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１．はじめに 

 茨城県の筑波西部地域に位置する笠間市，岩瀬町，真

壁町，大和村の１市２町１村は良質な御影石の産地であ

ることをきっかけとして741の事業所が集積する日本有

数の石材産業の集積地となっている。 

 しかし，バブル経済崩壊後、建築石材をはじめとする

需要不振に加え，海外からの安価な石材製品の急激な流

入増大などにより，大きな打撃を受けている。このため，

県では「特定産業集積活性化法」による国の指定を受け，

総合的な支援施策を展開している。 

 本年度は本システムのベースソフトになる墓石に対す

るイメージの構造について調査・分析を行ったのでその

結果について報告する。 

 

２．イメージデータ検索システムの構築 

 イメージデータ検索システムとは，消費者の墓石に対

するイメージの評価・構造を明らかにし，それらの情報

を商品設計および商品検索等に活用するイメージデータ

ベースシステムを指して言う。 

 

2.1 システムの概要 

 購入者の墓石に対する要求項目（区画，家族構成，メ

ンテナンスなど），および嗜好項目（素材，感性情報な

ど）を入力することで，顧客が希望の墓石をイメージマ

ップで検索できるシステムを考えることとした。また，

それら出力されたデータのうち設計データに関しては，

製造ラインとの互換性をもたせ，短サイクルによる製品

開発も検討事項とする。（図１） 

 

図１ システム概要図 

  

2.2 調査 

 まず，消費者の墓石に対するイメージ調査と嗜好の調

査を２ステップに分けて実施した。方法は、質問紙形式

のアンケート調査とした。 

 １ステップ目調査は、消費者75名に対し墓石９サンプ

ルについて、１サンプル１イメージ語の記述方式とした。

イメージ語については、日本カラーデザイン研究所編「カ

ラーイメージスケール」１）掲載のデータベース・イメー

ジ語一覧を参考とし、180語のイメージ語の提示を行った

が、それに該当しないイメージに関しては自由回答とし

た。 

 ２ステップ目に、１ステップの結果により、墓石のイ

メージ語句として絞り込んだ19の語句を評価のベースに

墓石サンプル数を30に増やし、再度調査を実施した。消

費者250名に対し１サンプル19イメージ語、５段階評価の

記述方式とした。 

 

2.3 分析 

(1)イメージ語句の絞り込み 

  １ステップ目の調査で得られた250語に及ぶ墓石の

イメージを72語に絞り込んだ。その際、特殊なイメー

ジ語句はその評価内容を変化させないよう、意味の解

釈を加えながら他のイメージ語への統合を行った。意

味の解釈に関しては、表現が定型化されている一般的

な国語辞典を用いることとした。２） 

(2)クラスター分析 

  (1)で72語に集約したデータで主成分分析にかけ、再

度イメージの構造と墓石との関係を見直した。３）得ら

れた主成分得点をもとに、イメージ語句と墓石の分布

を三次元のマップ上に作成した。（図２） 

 

図２ イメージマップ 

 

 この結果から、ウォード法によりクラスター分析４）で

グループ化した結果、イメージ語は７つのグループに分



 

 類されることが分かった。［①伝統型、②素朴型、③シ

ンプル型、④こっけい型、⑤派手型、⑥田舎型（土臭い）、

⑦洋風型］それぞれを代表するイメージ語をもって、各

グループの特徴を説明することとした。 

(3)重要イメージ語と墓石の関係 

  イメージに合った墓石を短時間で検索可能にし、最小

限のイメージ語で墓石の評価を行うため、各墓石サンプ

ル間のイメージの差異を分ける語句の抽出を行った。 

  マップ上の墓石の分布に大きく影響を与えるイメー

ジ語句はどのようなものか多様なイメージ語の組合せ

で因子分析を行い、各墓石のイメージの差異を明確にす

ることにした。（図３） 

 

図３ 因子分析の手順 

 

  72語での因子分析の結果、因子１と因子２をそれぞれ

軸にとって墓石の位置をマッピングしたところ、９基の

墓石はＦ，Ｈ，Ｉを除いて、Ａ，Ｂ，Ｃの墓石は「伝統

的な」グループに、Ｄ，Ｅ，Ｇは「スタイリッシュな」

グループに分けられた。 

  まず、Ａ，Ｂ，Ｃのイメージの差異を引き出すために

いずれの評価にも含まれている「伝統的な」という語句

を省いて分析にかけたところ、ＢはＡ，Ｃと分かれてＤ，

Ｅと「シンプルな」グループを作る。よって、Ｂは伝統

的でありながら、Ａ，Ｃと比べるとシンプルな要素を持

っていることになる。またここからＢ，Ｄ，Ｅのいずれ

の評価にも含まれる「シンプルな」という語句を省いて

分析にかけると、ＢがＤ，Ｅと離れ、再びＧがＤ，Ｅと

「スタイリッシュな」グループを作る。このことからＢ

はシンプルであるがＤ，Ｅに比べるとスタイリッシュで

はなく、ＧはＤ，Ｅに比べるとシンプルではないがスタ

イリッシュであるという要素をもっていることになる。

（図４） 

  このように多様なイメージ語の組合せで因子分析を

行った結果、イメージの差異に影響を与える語句として

最終的に19の重要イメージ語に絞り込んだ。 

 

 

図４ 重要イメージ語と墓石の関係 

 

(4)カテゴリー別分散分析 

  個人情報、墓石に求める嗜好性、各種希望条件といっ

た12のカテゴリーの調査についても、イメージ調査と合

わせて実施した。これは、システム設計の段階で、検索

の絞り込み要素として適当かどうか検討するためでも

ある。カテゴリーの違いによって、イメージの回答パタ

ーンに違いがみられるかどうかを、二元配置による分散

分析により検討した。その結果、性別、年代、職業、家

族構成の違いによるイメージの評価は10％有意となり、

回答に差がみられた。また、墓石に対する斬新性、装飾

性、造形性、入りたい墓地等の嗜好の違いによるイメー

ジの評価についても10％有意となり、同様の差がみられ

ることがわかった。 

  いくつかのカテゴリーについては、回答者集団の特徴

をあらわすものであることがわかった。 

 

３．今後について 

 今後、検索の絞り込み条件として、（４）の結果より有

意になったカテゴリーとその内容について検討を加える。

また、墓石サンプルから得られる形状的なデザイン構成要

素を洗い出す。正準相関分析によって、その墓石の形状要

素とイメージとの関係を捉え、いくつかでてきたパターン

をカテゴリー情報によって定義する。以上の結果を検索シ

ステムのベースソフトにつなげる。 
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